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『自分を動かす魔法』 

齊藤 孝／著  三笠書房  Y159 サ 

 教育学者である著者は、学生たちと接する中

で「人と上手く話せない」など、彼らが様々な

悩みを抱えていることに気づきます。そして彼

らの悩みを大きくしてしまう原因はマイナス

思考にあるのではないかと考えました。 

 本書では、根本にあるマイナス思考を脱却

し、一生涯自分を助けてくれる「本物のプラス

思考」を身につけるための心の習慣をわかりや

すく紹介しています。 

『１２歳から始める心が折れない技術』  

堀田 秀吾／著 秀和システム Y159 ホ 

『ネットでいじめられたら、どうすればいいの？』  

春名 風花／著 河出書房新社 Y371 ハ 

 

 

司書が選んだ本を福袋にしました！ 

何が入っているかは秘密です！ 

2025 年 1 月４日（土）10 時～ 

カウンター横にて 

皮革製品をつくるときにでる「床
とこ

革
がわ

」を

再利用して、しおりを作ります。 

日 時：2025 年 2 月 9 日（日） 

14 時～14 時 40 分 

定 員：10組（未就学児は保護者同伴） 

申 込：1月 14 日（火） 

10 時～来館または電話で 

 

 

 

生徒 25 名が作成した本の紹介カードを展示します。 

2025 年 1 月 22 日（水）～2 月 17 日（月） 常設展示室 

休館日：12/17、年末年始 12/29～1/3、1/21、特別整理期間 1/30～2/３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分を守る武器になる 

 

 

 

NEW BOOKS 

あけて びっくり！ 図書館福袋 

～ 図書館の魔法 ～ 

本の予約をすると福山市の図書館の本が 

沼隈図書館で借りられます。 

日本中の図書館ともつながっています！ 

なんでも司書に聞いてください。 

図書館は無料です！ 

 

 

工作教室 「革のしおりをつくろう」 

展示 「私たちがすすめる本 ポップ・アート展」 

～広島県立沼隈特別支援学校の児童生徒から～ 

 

 

～広島県立沼隈特別支援学校の児童生徒から～ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『girls』 

濱野 京子／作  くもん出版  Y913ハ 

 

 中学３年生の宙、紗奈、美森は中高一貫校に

通っています。修学旅行のとき新幹線の座席が

並んだことがきっかけで、一緒に過ごすように

なりました。 

 三人には、母親とふたり暮らしという共通点

があります。しかし、母親への思い、男性に対

する考え方は異なり、それぞれ言えない悩みも

抱えていました。 

 

『キミの知らない恋の物語』 

ナゾメク～ふしぎな恋 

万城目 学 他／著  汐文社  Y913キ 

  

 みさきは、何度も段階を追って考える性格の

恋人・肇に、口癖を直してほしいと言いました。

すると肇の目の前に縁結びの神様が現れ、口癖

の「まず、はじめに」が消える言霊を打ち込み

ます。 

謎めいて、少し怖いふしぎな恋愛ショートス

トーリーを４篇収録しています。 

 

 

『水木しげる厳選集 異』  

水木 しげる／著 筑摩書房 Y726 ミ 

漫画家ヤマザキマリが、愛してやまない水木作品！ 

俳優佐野史郎が厳選した『虚』もあります。 

 

『世界ぐるぐる怪異紀行』  

 河出書房新社 Y388 セ 

どうして“わからないもの”はこわいの？ 

 

『哲学部・宗教学部』  

浅野 恵子／著 ぺりかん社 Y376 ナ 

中高生のための学部選びガイド。 

 

 

『あるいは誰かのユーウツ』 

天川 栄人／著  講談社  Y913 テ 

 

 「林さんも綺麗だよね、髪」 

気になる武藤君から褒められて嬉しい早紀で

すが、人には言えないコンプレックスがありま

した。そんな時、早紀は美術の授業で不思議な

自画像と出会います。 

 中学２年生の 6 人の主人公が抱えている悩

み事に、著者はそっと寄り添います。 

 

～ 世界は不思議にあふれている ～ 


